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   1. Taocin tablets were successfully administered on fifteen patients with urinary tract 
infection which had been resistant to any other antibiotics or chemotherapeutics. 
   2. Side effects were rarely seen except for three cases that showed slight gastrointes-
tinal trouble. 
   3. Sensitivity determination was carried out in all of above cases and demonstrated 
the zone of inhibition on the cultured plate regardless Gram positive or negative organism. 
   4. Taocin is a new antibiotich which is undoubtedly effective for urinary tract infection.
(本論文の要旨は昭和35年11月20日日本化学療法学会西 日本支部第3回 総会に於て講演した.)
緒 言
尿路感染症に対 す る抗 生物質 の発達普及 は著
しいものが ある.反 面 これに伴 う耐性菌 の発現
は,そ れ ら使用時に おけ る大 きな問題 となつて
いる.し かるに1954年Sobinらに よつて放線
菌の1種Streptomycesantibioticusから分
離された01eandomycinが広範 な抗 菌力 を有
し,且 つ既存抗生物質に耐性 となつた菌に もよ
く奏効す ることより広 く臨床的 に使 用 され てい
るが,今 回Oleandomycin(以下OMと 略
す)の トリアセチル誘導体で従来 のOMに 比
し,経 口投与後血 中濃度が著 し く高 く且 つ長時
間有効濃度 を持続 し又尿 中排泄量 も極 めて多い
セ
とされ てい るTriacetyloleandomycin(以下
TAOと 略す)の 出現を見,既 に多 くの感 染症
に使用 され臨床的効果 もほぼ確認 されつつ ある
が・吾々 も最近三共K.K.よ り本薬剤の提 供を
受け,主 として明 らかに細菌感染を認 めた尿路
疾 患に使用 し又 同時 に感受性 テス トを行 い,極









































寒 天 培 地
1%硝 酸 ナ トリウム
0.工%メ チ レ ン 青

























を行い,そ の1白金耳を血液平板培地上に塗 沫 固 定
し,各種ディスクを以て37℃18時間培養を行い,生
じた阻上帯の巾を以つてその感受性をしらべた.各菌



















と比較すれば表3に 示す通 りで あ
る.一方尿中排泄量についても同様





















TAO500mg1回 経 口投 与 後 の 尿 中 排泄 量(3例 平均)
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診 断 投与法 全 量1
尿 所 見

















































「淋 菌(一)雑 菌(+)膿 球(一)雑 菌(一)
1膿 球(粁) 上 皮(一)
淋 菌(+)上 皮(+)膿 球(一)
膿 球(廿)上 皮(一)






























































































































































































































2・ 酬 糊 は極あて少 く王5例中僅か3Ptlge軽
度の胃腸障碍があつたのみである.
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